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廃油で　地球にやさしい　手づくりキャンドル
●古い天ぷら油がろうそくに“変身!!”
家にある天ぷら油を固めて、防災用品にもなる“ろうそく”を作ります。そのまま流してしまうと海や川のよごれの原因となってしまう、食事のときに使った油でもつくることができます。
“地球にやさしいキャンドル”を作りましょう。
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●【用意するもの】　　小さめのキャンドルが10個分くらいできます
· 糸、たこひも(ろうそくの芯となるもの)　適宜

· 芯を固めるためのろうそく　　　　　　　適宜

· サラダ油　600ml（使用済みのものでも可。できるだけきれいに漉すこと。そのほうが燃焼の途中で芯が詰まりにくい。）

· 油を固める粉（油を固めて捨てる物）　テンプル１包み　18.5g

· 加熱用コンロ（電熱器）、ガス台

· お弁当用のアルミホイルの器、ビン（広口のもの）、竹、牛乳パックなどのキャンドルを固める容器
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着色用のクレヨン　少量、あればアロマオイル

· 鍋２個、割り箸、はさみ、カッター、新聞紙、軍手、竹、空き箱、ゴミ袋、古布
【作り方】
(1) 芯（の片方に玉を作り、糸を切る目安にする。このほうが差し込みやすく、油を吸いやすい。）を入れ物より少し長めに切る。途中に玉を作り、10個分くらいの長いままにして切る。…たこ糸、はさみ
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小さな鍋やあき缶でロウを溶かし、芯にする糸を溶かしたろうそくに浸して、竹の棒などにつるして、冷まし、切る。（冷めて堅くなるので差込やすい。）

(3) 油をあたためる（60～80℃）。

(4) 好きな色のクレヨン(クレパスはサクラクレパスの登録商標)を選び、少量けずり、鍋に少しずつ入れていく。…カッターなど

(5) テンプルなどの油を固める粉を入れてよくかき混ぜる。

(6) 固める材料を溶かした油を用意したカップに流し込む。－古新聞を敷いておく。

(7) 表面の様子が変化してきたら、固まりかけているので、芯しんを真ん中に入れる。

(8) 油が固まったら容器の周りを古布でふいて、完全に冷ます。…空き箱など
※ 油のにおいの苦手な人は、バニラエッセンスやハーブオイルなどで香りをつけてもよい。

※ 竹は切った後でささくれを紙やすりなどで磨いたほうがよい。コンパウンドや真鍮ブラシで磨くとよりよい。

●気をつけよう
油を加熱するときに火が燃え移ると危険なので、ガスコンロではなく電熱器を使うとよいです。

また、キャンドルづくりは大人の人と一緒に行ってください。
◆廃油処理剤を発売している会社のお客様相談係に連絡して聞くと、問題点として「すすの発生」「香料を入れたときの発火」「着色剤としてクレヨンを用いたときの有毒ガス発生」などを教えてもらえたそうです。

◆廃油処理剤として有名な「固めるテンプル」は、ひまし油100％に水素を付加（添加）し、さらに加水分解して得られた脂肪酸（12－ヒドロキシステアリン酸）です。ひまし油はトウゴマ（ヒマともいう。高さ３ｍにもなる一年草）の種子から採った脂肪油（常温では液体の油脂）で、一般には下剤として知られています。
◆「固めるテンプル」１本（実測値18.5ｇ）で600ml（食用油１グラムは、約1.12ml　　500gなら560ml）の廃油を処理可。
◆廃油を80度以上に加熱してから加えるのは、廃油処理剤がよく溶けるようにということで、特別な化学変化が進むということではありません。これ以上に加熱すると、火災や火傷などの問題が発生しやすくなりますので注意してください。冷やすと約50度あたりから固まり始めますが、冷水で急冷してもかまいません（「固めるテンプル」の説明書きの固まる時間、約１時間というのは、そのまま放置した場合です）。 
◆昔は種油などの植物油をそのまま灯火具で点灯していました。いざというときはそれらを使う知恵も必要かもしれません。ですが、くれぐれも灯油やガソリンなどの揮発性のものは絶対用いないでください。
◆参考にしたＨＰhttp://ppd.jsf.or.jp/expo2005/guidebook/A22.pdf#search='%E3%82%B5%E3%83%A9%E3%83%80%E6%B2%B9%E3%82%8D%E3%81%86%E3%81%9D%E3%81%8F
◆上記ＨＰで参考にした本

　山田卓三・小暮陽三 監 「21 世紀こども百科科学館」 ｐ.80、81 小学館（1998）
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